
第４ 火山の活動状況及び被害状況 

桜島の火山活動 

 

（1）平成 31 年・令和元年の概況 

南岳山頂火口では、噴火活動が前年11月頃から1月頃にかけて活発となったが、その

後はやや低下した。9月以降は再び活発な状態となった。年間で噴火が393回発生し、こ

のうち爆発的噴火は228回であった。爆発的噴火の比率は約60％で、前年の約50％と同

程度であった。 

南岳山頂火口では、7月28日17時25分の爆発的噴火で多量の噴煙が火口縁上3,800ｍま

で上がり、同日17時54分の噴火でやや多量の噴煙が火口縁上3,500ｍまで上がった。翌

日（29日）に実施した現地調査及び聞き取りによる降灰調査によると、火口から北側の

霧島市、湧水町及び熊本県の一部などに、28日の噴火による降灰が分布していた。11

月8日17時24分の爆発では、噴煙は最高で火口縁上5,500ｍまで上がり、弾道を描いて飛

散する大きな噴石は最大で4合目（同火口より1,300～1,700ｍ）まで達した。また、同

火口では夜間に、高感度監視カメラで火映を時々観測した。 

昭和火口では、噴火は観測されなかった（前年4回）。 

火山性地震の年回数は3,959回で、前年（3,811回）と同程度であった。震源は、主に

南岳直下の深さ0～4km付近に分布し、時々桜島東部の深さ5～7km付近及び桜島南西部の

深さ7～10km付近にも分布した。 

火山性微動の継続時間の年合計は195時間40分で、前年の81時間15分に比べ増加した。 

桜島島内の傾斜計、伸縮計による観測では、9月上旬以降、ゆるやかな山体の膨張・

隆起が観測されたが、10月下旬頃からは鈍化した。また、一部の噴火の発生前に山体の

わずかな隆起・膨張が、発生直後にわずかな沈降・収縮が観測された。 

GNSS連続観測では、9月以降に桜島島内の基線における山体の隆起・膨張に伴うと考

えられる変化が認められたが、11月頃から鈍化した。広域のGNSS連続観測では、姶良カ

ルデラ（鹿児島湾奥部）の地下深部の膨張を示す一部の基線で、9月以降わずかな伸び

が認められ、姶良カルデラの地下深部に長期にわたり供給されたマグマが蓄積した状態

と考えられた。 

降灰状況は、鹿児島地方気象台では、年合計では463g/m2(降灰日数131日)を観測し、

月別では10月が最多で143g/m2であった。また、鹿児島県が実施している降灰の観測デ

ータから推定した火山灰月別噴出量は、噴火活動が活発化した9月以降にやや増加し、

平成31年・令和元年の総噴出量は約135万トン（前年約191万トン）であった。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、1日あたり4,000トン以下で推移した。前年12

月以降6月頃まで減少傾向であったが、9月以降は多い状態で経過した。 
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南岳山頂火口及び昭和火口の状況は、1月29日、6月10日及び11月29日に実施した赤外

熱映像装置による観測では、これまでと同様に、昭和火口近傍及び南岳南東側山腹に、

地熱域が観測されたが、特段の変化はなかった。また、桜島の北側斜面から北西側斜面

にかけて地熱域は認められなかった。 

 

（2）各月の経過 

【1月～2月】 

南岳山頂火口では、噴火が1月に8回、2月に15回発生し、このうち爆発的噴火は1月に

6回、2月に11回あった。 

1月9日18時27分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上2,100ｍまで上がり、弾道を描い

て飛散する大きな噴石は最大で6合目（同火口より800ｍ～1,100ｍ）まで達した。2月7

日19時19分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上1,300ｍまで上がり、弾道を描いて飛散

する大きな噴石は4合目（同火口より1,300ｍ～1,700ｍ）まで達した。噴煙が最も高く

上がったのは2月17日06時40分の噴火で、火口縁上2,300ｍまで上がった。同火口では、

概ね期間を通して夜間に高感度監視カメラで火映を観測した。 

1月29日の赤外熱映像装置による観測では、昭和火口近傍及び南岳南東側山腹で、こ

れまでと同様に熱異常域が観測されたが、特段の変化はなかった。 

火山性地震の月回数は、559回（1月）と434回（2月）であった。震源が求まった火山

性地震は、2月に4回あり、南岳山頂直下の深さ0～2㎞付近、桜島東側の深さ6㎞付近に

分布した。火山性微動の継続時間の月合計は、51時間40分（1月）と2時間6分（2月）で

あった。 

火山ガス（二酸化硫黄）の1日あたりの放出量は、1月7日と22日の現地調査では1,800

～2,300トンと多い状態、2月1日の現地調査では3,000トンと非常に多い状態であった。 

桜島島内の伸縮計及び傾斜計では、一部の噴火時に、噴火前のわずかな山体の膨張（隆

起）、噴火後のわずかな収縮（沈降）が観測された。 

GNSS連続観測では、姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）の地下深部の膨張を示す基線の伸

びは前年3月頃から停滞しているが、わずかながら継続していた。桜島島内では、前年

10月頃から一部の基線でわずかな収縮がみられた。 

降灰は、鹿児島地方気象台では1月は0g/m2（降灰日数4日）、2月は17g/m2（降灰日数2

日）を観測した。鹿児島県の降灰観測データから推定した総噴出量は、1月、2月とも約

5万トンであった。 

 

【3月～5月】 

南岳山頂火口では、噴火が3月に29回、4月に10回、5月に15回発生し、このうち爆発

的噴火は3月に12回、4月に5回、5月に9回あった。 

3月13日02時21分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上800ｍまで上がり、弾道を描いて
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飛散する大きな噴石は5合目（同火口より1,000ｍ～1,300ｍ）まで達した。噴煙が最も

高く上がったのは3月14日23時23分の噴火で、火口縁上3,500ｍまで上がった。 

4月7日23時50分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上1,300ｍまで上がり、弾道を描い

て飛散する大きな噴石は4合目（同火口より1,300ｍ～1,700ｍ）まで達した。4月13日11

時20分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上2,200ｍまで上がり、弾道を描いて飛散する

大きな噴石は8合目（同火口より500ｍ～700ｍ）まで達した。 

5月13日20時32分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上1,100ｍまで上がり、弾道を描い

て飛散する大きな噴石は5合目まで達した。5月12日06時34分の噴火では、噴煙は火口縁

上2,900ｍまで上がった。 

同火口では、概ね期間を通して夜間に高感度の監視カメラで火映を観測した。 

3月26日の上空からの観測では、昭和火口内に留まる程度の噴気を観測した。南岳山

頂火口では、噴煙に覆われて火口内の状況は確認できなかったが、乳白色の噴煙が上が

っているのを確認した。 

火山性地震の月回数は、280回（3月）、65回（4月）、205回（5月）で、2月に比べ減少

した。震源が求まった火山性地震は、3月は2回で南岳山頂直下の深さ0㎞付近に、4月は

7回で南岳山頂直下の深さ0㎞付近及び桜島の東側の深さ6㎞付近に分布した。5月は精度

よく震源が求まるものはなかったが、ほとんどは南岳山頂火口直下での発生と推定され

た。火山性微動の継続時間の月合計は、5時間0分（3月）、1時間55分（4月）、17時間2

分（5月）であった。 

火山ガス（二酸化硫黄）の1日あたりの放出量は、3月11日と15日の現地調査では1,900

～2,200トンと多く、4月3日、12日、16日の現地調査では1,400～1,700トンとやや多く、

5月15日、24日、29日の現地調査では1,000～3,300トンと多い状態であった。 

桜島島内の伸縮計及び傾斜計では、一部の噴火時及びごく小規模噴火発生時に、噴火

前のわずかな山体の膨張（隆起）と噴火後のわずかな収縮（沈降）が観測された。 

GNSS連続観測では、姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）の地下深部の膨張を示す基線の伸

びはわずかながら継続した。桜島島内では、前年10月頃から一部の基線でわずかな収縮

がみられていたが、2月頃から停滞した。 

降灰は、鹿児島地方気象台では、3月は10g/m2（降灰日数14日）、4月は3g/m2（降灰日

数7日）、5月は47g/m2（降灰日数14日）を観測した。鹿児島県の降灰観測データから推

定した総噴出量は、3月は約12万トン、4月と5月は共に約6万トンであった。 

 

【6月～7月】 

南岳山頂火口では、噴火が6月に5回、7月に9回発生し、このうち爆発的噴火は6月に2

回、7月に5回あった。 

6月11日14時31分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上2,200ｍまで上がり、弾道を描い

て飛散する大きな噴石は5合目（同火口より1,000ｍ～1,300ｍ）まで達した。 
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7月4日10時44分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上3,200ｍまで上がり、弾道を描い

て飛散する大きな噴石は6合目（同火口より800ｍ～1,100ｍ）まで達した。7月28日17

時25分の爆発的噴火及び同日17時54分の噴火では、噴煙はそれぞれ火口縁上3,800ｍ及

び3,500ｍまで上がった。翌29日の現地調査及び聞き取り降灰調査によると、火口から

北側の霧島市、湧水町及び熊本県の一部などに降灰があった。なお、島内北側の中腹で

は、小さな噴石の飛散は確認されなかった。 

同火口では、夜間に高感度の監視カメラで火映を時々観測した。 

6月10日の赤外熱映像装置による観測では、昭和火口近傍及び南岳南東側山腹で、こ

れまでと同様に地熱域が観測されが、特段の変化はなかった。 

火山性地震の月回数は、150回（6月）と101回（7月）で、5月に比べ減少した。震源

が求まった火山性地震は、6月に4回あり、南岳直下の深さ0km付近に分布した。火山性

微動の継続時間の月合計は、8時間50分（6月）と18時間43分（7月）であった。 

火山ガス（二酸化硫黄）の1日あたりの放出量は、6月6日と10日の現地調査で700～

1,200トン、7月17日と23日の現地調査で1,200～1,800トンとやや多い状態であった。 

桜島島内の伸縮計及び傾斜計では、一部の噴火時及びごく小規模噴火発生時に、噴火

前のわずかな山体の膨張（隆起）と噴火後のわずかな収縮（沈降）が観測された。 

GNSS連続観測では、2月以降、桜島島内の観測データに特段の変化は認められず、姶

良カルデラ（鹿児島湾奥部）の地下深部の膨張を示す基線の伸びも概ね停滞したが、依

然マグマが蓄積した状態と考えられた。 

降灰は、鹿児島地方気象台では、6月は3g/m2（降灰日数5日）、7月は0g/m2（降灰日数1

日）を観測した。鹿児島県の降灰観測データから推定した火山灰の総噴出量は、6月は

約3万トン、7月は約6万トンであった。 

 

【8月】 

7月29日以降、基準を満たす噴火は観測されなかった。南岳山頂火口ではごく小規模

な噴火が時々発生し、噴煙は最高で火口縁上800ｍまで上がった。同火口では、夜間に

高感度の監視カメラで火映を時々観測した。 

火山性地震の月回数は75回であった。震源が求まった火山性地震は1回で、南岳直下

の深さ0km付近であった。火山性微動の継続時間は月合計1分であった。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、8日と13日の現地調査では、1日あたり1,000～

2,000トンとやや多い状態であった。 

桜島島内の伸縮計及び傾斜計では、29日08時頃からわずかな山体の膨張（隆起）が観

測されたが、その後のごく小規模な噴火に伴い、31日には概ね解消された。 

GNSS連続観測では、2月以降、桜島島内の観測データに特段の変化はなく、姶良カル

デラ（鹿児島湾奥部）の地下深部の膨張を示す基線の伸びも停滞したが、姶良カルデラ

の地下深部では、依然マグマが蓄積した状態と考えられた。 
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降灰は、鹿児島地方気象台では月合計2g/m2（降灰日数6日）を観測した。鹿児島県の

降灰観測データから推定した総噴出量は約4万トンであった。 

 

【9月～10月】 

南岳山頂火口では、噴火が9月に32回、10月に62回発生し、このうち爆発的噴火は9

月に11回、10月に41回あった。 

9月18日02時07分の爆発的噴火では、噴煙は火口縁上1.800ｍまで上がり、弾道を描い

て飛散する大きな噴石が4合目（同火口から1,300ｍ～1,700ｍ）まで達した。9月20日16

時04分の爆発的噴火では噴煙が火口縁上3,400ｍまで上がり、雲に入った。 

10月12日00時50分の爆発的噴火では、弾道を描いて飛散する大きな噴石が4合目（同

火口から1,300ｍ～1,700ｍ）まで達した。23日04時04分の爆発的噴火では噴煙が火口縁

上2,800ｍまで上がった。なお、10月16日05時46分、19日10時29分並びに19時05分の爆

発的噴火では、気象衛星データの解析により、噴煙が火口縁上約3,000ｍまで上がった

と推定される。同火口では、夜間に高感度の監視カメラで火映を時々観測した。 

10月25日の上空からの観測では、昭和火口では、火口内に留まる程度の噴煙を観測し

た。南岳山頂火口では、噴煙に覆われて火口内の状況は確認できなかったが、乳白色の

噴煙が上がっているのを確認した。 

火山性地震の月回数は、278回（9月）と697回（10月）で、8月より増加した。震源が

求まった火山性地震は、9月は5回で南岳直下の深さ0km付近及び桜島の南西側の深さ5

～10㎞付近に、10月は22回で南岳直下の深さ0～2km付近及び桜島の南西側の深さ6～10

㎞付近に分布した。火山性微動の継続時間の月合計は、26時間1分（9月）と34時間48

分（10月）で、8月より増加した。 

火山ガス（二酸化硫黄）の1日あたりの放出量は、9月4日と25日の現地調査では1,100

～2,300トンとやや多い状態、10月1日、11日、15日の現地調査では2,000～2,800トンと

多い状態であった。 

桜島島内の伸縮計及び傾斜計では、9月9日頃から山体の膨張・隆起が観測されたが、

16日07時46分から11時10分にかけて断続的に発生した噴火により概ね解消された。その

後、再びゆるやかな山体の膨張・隆起が観測された。10月13日には南岳直下の火山性地

震に伴い、山体のわずかな膨張を伴う短期的な変動が観測された。また、一部の噴火で

は、噴火前のわずかな山体の膨張（隆起）と噴火後のわずかな収縮（沈降）が観測され

た。 

GNSS連続観測では、9月は桜島島内の観測データに特段の変化はなかったが、10月は

桜島島内の基線において山体の隆起・膨張に伴うと考えられる変化が観測された。一方、

姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）の地下深部の膨張を示す基線の伸びは停滞していたが、

依然マグマが蓄積した状態と考えられた。 

降灰は、鹿児島地方気象台では9月は115g/m2（降灰日数14日）、10月は143g/m2（降灰
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日数20日）を観測した。鹿児島県の降灰観測データから推定した総噴出量は、9月は約8

万トン、10月は約15万トンであった。 

 

【11月～12月】 

南岳山頂火口では、噴火が11月に137回、12月に71回発生し、このうち爆発的噴火は

11月に77回、12月に49回あった。 

11月13日、18日、19日の噴火では弾道を描いて飛散する大きな噴石が4合目（同火口

から1,300ｍ～1,700ｍ）まで達した。8日17時24分の爆発的噴火では噴煙が火口縁上

5,500ｍまで上がった。 

12月6日、8日の爆発的噴火では、弾道を描いて飛散する大きな噴石が4合目（同火口

から1,300ｍ～1,700ｍ）まで達した。24日の爆発的噴火では噴煙が火口縁上3,300ｍま

で上がり雲に入った。同火口では、夜間に高感度監視カメラで火映を時々観測した。 

火山性地震の月回数は、879回（11月）と237回（12月）であった。震源が求まった火

山性地震は、11月は8回で南岳直下の深さ0～3km付近及び北岳の北東山腹の深さ1㎞付近

に、12月は9回で南岳直下の深さ0～4km付近に分布した。火山性微動の継続時間の月合

計は、17時間36分（11月）と9時間27分（12月）で、10月より減少した。 

火山ガス（二酸化硫黄）の1日あたりの放出量は、11月8日、21日、29日の現地調査で

は2,600～3,600トン、12月6日、16日、23日の現地調査では1,000～3,000トンと多い状

態であり、9月以降は多い状態が続いた。 

桜島島内の伸縮計及び傾斜計では、9月上旬以降、ゆるやかな山体の膨張・隆起が観

測されていたが、10月下旬頃からは鈍化した。また、一部の噴火では、噴火前のわずか

な山体の膨張（隆起）と噴火後のわずかな収縮（沈降）が観測された。 

GNSS連続観測では、9月頃から観測されていた桜島島内の基線における山体の隆起・

膨張に伴うと考えられる変化は、11月頃から鈍化した。一方、姶良カルデラ（鹿児島湾

奥部）の地下深部の膨張を示す一部の基線では、9月以降わずかな伸びが認められ、長

期にわたり供給されたマグマが蓄積した状態がみられた。 

降灰は、鹿児島地方気象台では11月は69g/m2（降灰日数23日）、12月は54g/m2（降灰日

数21日）を観測した。鹿児島県の降灰観測データから推定した総噴出量は、11月は約38

万トン、12月は約28万トンであった。 

 

（3）火山情報の発表状況 

平成 28 年 2 月 5 日 19 時 13 分 火口周辺警報（噴火警戒レベル 3、入山規制）の発

表後、平成 31 年・令和元年中は変更なし。 
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